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わが
を
語
る

市
北
海
道
の
石
炭
と
鉄
道
の 

発
祥
の
地

　

三
笠
市
は
空そ

ら
ち知

地
方
の
南
部
、
北
海

道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
森
と
湖
に
恵
ま
れ
、
道
央
主
要

都
市
に
近
い
良
好
な
環
境
を
持
つ
本
市

は
、
北
海
道
の
石
炭
と
鉄
道
の
発
祥
の

地
と
し
て
栄
え
た
歴
史
あ
る
ま
ち
で

す
。
ま
た
、「
エ
ゾ
ミ
カ
サ
リ
ュ
ウ（
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
）
」「
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
」を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
化
石

を
産
す
る
、
地
質
学
的
に
も
重
要
な
地

域
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
元
年（
１
８
６
８
年
）に
、
幌ほ
ろ
な
い内

で
燃
え
る
石「
石
炭
」の
炭
層
の
露
出
面

が
発
見
さ
れ
、 

明
治
12
年（
１
８
７
９

年
）、
幌
内
炭
鉱
が
開
坑
さ
れ
る
と
、
に

わ
か
に
人
の
往
来
が
盛
ん
に
な
り
、
明

治
15
年（
１
８
８
２
年
）
６
月
に
、
本

市
の
前
身
と
な
る
市い
ち
き
し
り

来
知
村
が
開
村
し

ま
し
た
。
こ
の
と
き
が
本
市
の
歴
史
の

始
ま
り
で
す
。

　

こ
の
年
の
６
月
に
、
北
海
道
開
拓
を

目
的
と
し
て
空
知
集
治
監（
現
在
の
刑

務
所
）
が
市
来
知
に
設
置
さ
れ
、
11
月

に
は
幌
内
炭
坑
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
石

炭
を
輸
送
す
る
た
め
の
鉄
道
が
、
幌
内

と
手
宮（
小
樽
）
間
に
北
海
道
で
最
初

（
全
国
で
３
番
目
）に
開
通
し
ま
し
た
。

　

明
治
19
年（
１
８
８
６
年
）
に
は

幾い
く
し
ゅ
ん
べ
つ

春
別
炭
坑
が
開
坑
し
、
以
後
石
炭

の
ま
ち
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
昭

和
32
年（
１
９
５
７
年
）
に
は
桂
沢
ダ

ム
が
完
成
し
、
湖
が
誕
生
。
そ
の
桂
沢

湖
周
辺
か
ら
は
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
エ
ゾ

ミ
カ
サ
リ
ュ
ウ
な
ど
の
化
石
が
発
見
さ

れ
、
化
石
の
ま
ち
と
し
て
も
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
こ
の
歴
史
の

特
性
を
生
か
し
、
観
光
客
な
ど
の
誘
致

を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
笠
高
校
を
中
心
と
し
た 

食
街
道
づ
く
り

　

平
成
24
年
４
月
に
北
海
道
三
笠
高
校

が
道
立
か
ら
、
食
物
調
理
科
単
科
校
と

し
て
市
立
化
し
、
平
成
30
年
７
月
に
は

三
笠
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン「M

ミ

カ

サ

IK
A

SA
 

C

ク

ッ

キ

ン

グ
O

O
K

IN
G E

エ
ソ
ー
ル

SSO
R

」
が
オ
ー
プ
ン

し
、
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
い

ま
す
。
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
料
理

の
提
供
の
み
な
ら
ず
、
料
理
・
製
菓
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
お
り
、
全
国
に

本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
笠

高
校
生
は
毎
年
、
調
理
・
製
菓
の
各
種

コ
ン
ク
ー
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
全
国

優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
輝
か
し
い
成
績

を
収
め
て
お
り
、
市
民
に
元
気
を
与
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
全
市
を
挙
げ
て

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
を
中
心
と
し
た
食

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
三
笠
高
校
の
卒
業
生
が
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
本
市
に
戻
り
、

「
誰
も
が
暮
ら
し
て
み
た
い
田
園
産
業
都
市
」と

「
日
本
一
安
心
し
て
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」の
実
現
を
目
指
し
て

三み

か

さ笠
市（
北
海
道
）�

 

三
笠
市
長
　
西さ

い
じ
ょ
う城

賢け
ん
さ
く策

1

三笠の夏の一大イベント「三笠北海盆おどり」

昭和35年（1960年）に建築された「住友奔別炭鉱立坑櫓（すみと
もぽんべつたんこうたてこうやぐら）」
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市
内
で
カ
フ
ェ
を
開
業

し
、
今
や
そ
の
カ
フ
ェ
は

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
三
笠
高
校
の
卒
業
生

が
回
帰
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
は
、
ま
ち
に
大
き
な

活
力
を
与
え
、
市
民
に
元

気
を
与
え
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進

　

ま
ち
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、
市

内
に
現
存
す
る
特
質
あ
る
地
域
資
源
の

さ
ら
な
る
活
用
を
目
指
す
た
め
、
市
内

全
体
を
対
象
と
し
た「
三
笠
ジ
オ
パ
ー

ク
」の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
て
以
来
、
三
笠
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認

知
度
が
上
が
り
、
年
々
入
込
客
数
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
学
校
教
育
と
連

携
し
た
教
育
活
動
の
充
実
や
学
習
旅
行

の
誘
致
、
ジ
オ
パ
ー
ク
要
素
と
地
域
資

源
を
融
合
し
た
体
験
型
ツ
ア
ー
な
ど
の

実
施
の
ほ
か
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
空
知
地
方
の
歴
史
や
風
土
を
十
分
に

活
用
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
効
果
を
よ
り

発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
平
成
29
年
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

の
再
認
定
を
受
け
、
今
後
一
層
の
飛
躍

を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

農
業
の
活
性
化
と 

イ
オ
ン
農
場
の
運
営

　

平
成
25
年
に
北
海
道
で
初
め
て
イ
オ

ン
農
場（
イ
オ
ン
ア
グ
リ
創
造（
株
））

が
開
場
し
、
メ
ロ
ン
・
す
い
か
・
き
ゅ
う

り
な
ど
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
28
年
か
ら
は
イ
オ
ン
農
場
で

の「
フ
ー
ド
ア
ル
チ
ザ
ン
ツ
ア
ー
」
が

開
催
さ
れ
、
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
な
ど

か
ら
の
来
訪
者
に
メ
ロ
ン
の
収
穫
体
験

や
市
内
で
取
れ
た
食
材
に
よ
る
食
事
の

提
供
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を
伝
え
、
観

光
農
業
と
し
て
の
取
り
組
み
に
よ
る
交

流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
農
業
の
問
題
点
と
し

て
、
担
い
手
不
足
に
よ
る
遊
休
農
地
の

増
加
や
伝
統
作
物
の
作
付
面
積
の
減
少

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

問
題
点
に
つ
い
て
は
、
イ
オ
ン
ア
グ
リ

創
造
の
進
出
に
よ
り
、
改
善
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
イ
オ
ン
農
場

の
開
場
に
伴
う
地
域
農
業
の
活
性
化
に

よ
り
、
担
い
手
が
確
保
さ
れ
、
伝
統
作

物
の
生
産
量
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
で
取
れ
た
食

材
を
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
店
舗
で
販
売

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
販
路
の
拡
大

に
よ
る
市
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

石
炭
地
下
ガ
ス
化
の
研
究
推
進

　

本
市
に
は
未
利
用
の
石
炭
が
約
７
億
ｔ

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
室
蘭
工
業
大

学
と
連
携
し
、
こ
の
地
下
資
源
を
有
効

活
用
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
未
利
用
石
炭
の
有
効
活
用

を
図
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
や
新
た
な
産
業
の
創
出
な
ど
に
よ

り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
石
炭
地
下

ガ
ス
化
の
仕
組
み
で
す
が
、
石
炭
層
を

直
接
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
加
熱

さ
れ
た
周
辺
の
石
炭
層
か
ら
発
生
す
る

生
産
ガ
ス
を
回
収
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
海
外
で
は
商
業
化
さ
れ
て
お
り
、

国
内
で
の
実
用
化
を
目
指
し
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

三笠高校生レストラン「MIKASA COOKING ESSOR」

三笠市長

西城賢策

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

札幌市

三笠市

◆ 

面
積　
　

３
０
５
・
52
㎢

◆ 

人
口　
　

８
３
１
８
人

◆ 

世
帯
数　

４
８
０
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
誰
も
が
暮
ら
し
て
み
た
い

田
園
産
業
都
市
、
日
本
一
安
心
し
て
誰
も
が

住
み
続
け
た
い
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
豊
か
な
森
と
湖
に
恵
ま
れ
、

道
央
主
要
都
市
に
近
い
良
好
な
環
境
を
持

ち
、
北
海
道
の
石
炭
と
鉄
道
の
発
祥
の
地
と

し
て
栄
え
た
歴
史
あ
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
メ
ロ
ン
、
す
い
か
、
き
ゅ
う
り
、

玉
ね
ぎ
、
家
具
、
米
、
ワ
イ
ン

〔
観
光
〕
三
笠
ジ
オ
パ
ー
ク
、
三
笠
鉄
道
村

（
ト
ロ
ッ
コ
鉄
道
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
公
園
）、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
み
か
さ
遊
園
、
三
笠
高

校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
「M

IK
A

S
A

 C
O

O
K

IN
G

 
E

S
S

O
R

」、
道
の
駅
三
笠

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
み
か
さ
梅
ま
つ
り
、
三
笠
北

海
盆
お
ど
り
、
み
か
さ
桂
沢
紅
葉
ま
つ
り
、

冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
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わが
を
語
る

市
温
暖
な
気
候
と 

う
ま
い
魚
の
あ
る
暮
ら
し

　

焼
津
市
は
、
静
岡
県
の
中
央
に
位
置

し
、
東
京
と
名
古
屋
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ

り
ま
す
。
日
本
一
深
い
駿
河
湾
に
面

し
、
南
に
は
大
井
川
が
流
れ
、
晴
れ
た

日
に
は
美
し
い
富
士
山
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

市
内
に
は
、Ｊ
Ｒ

東
海
道
線
の
焼
津

駅
、
西
焼
津
駅
の
２

駅
、
東
名
高
速
道
路

に
は
焼
津
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
、
大
井
川

焼
津
藤
枝
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
あ
り
、
富
士
山
静

岡
空
港
か
ら
は
市
域

の
ほ
と
ん
ど
が
20
㎞

圏
内
に
位
置
し
て
お

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
が
自
慢
で
す
。

　

ま
た
、
年
間
平
均
気
温
が
16
・
５
℃

と
温
暖
な
気
候
で
、
雨
の
日
が
少
な

く
、
雪
も
ほ
と
ん
ど
降
り
ま
せ
ん
。
冬

で
も
暖
か
な
日
差
し
が
降
り
注
ぎ
、
１

年
を
通
し
て
非
常
に
過
ご
し
や
す
い
地

域
で
す
。

　

本
市
は
水
産
業
を
基
幹
産
業
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
市
内
に
は
約

６
３
０
０
余
の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
屈
指
の
漁
港
で
あ
る
焼
津
漁
港

は
、
水
産
業
の
振
興
上
、
特
に
重
要
な

漁
港
と
し
て
全
国
に
13
港
あ
る「
特
定

第
３
種
漁
港
」の
一
つ
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
水
揚
げ
金
額
は
全
国
一
を
誇
り

ま
す
。
特
に「
カ
ツ
オ
」や「
マ
グ
ロ
」の

水
揚
げ
が
有
名
で
、「
焼
津
さ
か
な
セ
ン

タ
ー
」に
は
新
鮮
な
魚
を
求
め
て
年
間

約
１
７
５
万
人
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は「
や
い
づ
黒
潮
温

泉
」
も
あ
り
、
お
い
し
い
食
べ
物
と
温

泉
を
楽
し
む
た
め
、
１
年
を
通
じ
て
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
施
策
に
Ａ
Ｉ
を
導
入

　

こ
の
よ
う
に
豊
か
な
自
然
の
恵
み
と

力
強
い
産
業
基
盤
に
支
え
ら
れ
た
本
市

に
お
い
て
も
、
全
国
と
同
様
に
人
口
減

少
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
特
に

子
育
て
世
代
や
若
者
を
対
象
に
多
く
の

施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
に
他
市
に
先
駆
け
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
助
成
を
実
施
し
、
平

成
29
年
度
か
ら
は
対
象
を
拡
大
し
、
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
丁
寧
に
応
え
る
た
め
、
平
成
28

年
度
に「
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

を
配
置
し
、
専
門
員
が
相
談
者
に
寄
り

添
い
、
真し
ん
し摯

な
対
応
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
平
成
30
年
度
に

は
、
市
の
子
育
て
に
関
す
る
事
業
や
制

度
の
情
報
を
一
元
化
し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
Ａ
Ｉ

が
自
動
で
答
え
る
こ
と
が
で
き
る「
Ａ

Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」の
導
入
に
全
国

で
も
先
駆
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
導
入
に
当
た

り
、
平
成
30
年
３
月
に「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
等
に
関
す
る

連
携
協
定
」を
締
結
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
と
協
力
し
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が

ら
調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

日
本
一
の
水
揚
げ
金
額
と
豊
か
な
地
域
資
源
を

活
か
し
、
成
長
す
る
水
産
文
化
都
市
　
焼
津

焼や

い

づ津
市（
静
岡
県
）�

 

焼
津
市
長
　
中な

か

の野
弘ひ

ろ
み
ち道

2

日本一の水揚げ金額を誇る「焼津漁港」

ＪＲ焼津駅前広場の足湯「やいづ黒潮温泉」
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た「
子
育
て
分
野
」
と
い
う
非
常
に
多

岐
に
わ
た
る
内
容
の
Ｆ
Ａ
Ｑ
（
よ
く
あ

る
質
問
）
を
整
理
す
る
た
め
、
19
課
の

業
務
か
ら
質
問
項
目
を
作
成
し
、
庁
内

で
の
試
験
運
用
を
行
っ
た
後
、
平
成
31

年
１
月
か
ら
市
民
向
け
に
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

開
始
ま
で
に
は
大
変
な
苦
労
が
あ
り

ま
し
た
が
、Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
の

問
い
合
わ
せ
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
子
育

て
世
代
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
と
も
に
、利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
改
良
を
重
ね
、

令
和
元
年
11
月
末
時
点
で
２
６
９
７
件

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
有
効
登
録
と
、
累
計
で

７
万
７
３
７
０
回
の
利
用
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
数

の
約
50
％
が
市
役
所
閉
庁
時
間
帯
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
つ
で
も
利
用
で

き
る
問
い
合
わ
せ
窓
口
と
し
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の

向
上
の
た
め
に
対
象
分
野
を
拡
大
し
、

令
和
３
年
度
の
市
役
所
新
庁
舎
の
開
庁

時
に
は
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
総
合

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
が
で
き
る

よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ソ
フ
ト
施
策
に
加
え
、
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
に
よ
る
、
良
好

な
住
環
境
整
備
も
併
せ
て
進
め
て
き
た

結
果
、
多
く
の
子
育
て
世
代
が
転
入

し
、
平
成
30
年
度
は
８
年
ぶ
り
に
転
入

者
が
転
出
者
を
上
回
る
社
会
増
と
な
り

ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
暮
ら
し
の
た
め
に

　

今
後
は
、
焼
津
駅
周
辺
を
含
む
中
心

市
街
地
エ
リ
ア
の
活
性
化
を
よ
り
一
層

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

令
和
元
年
度
に
焼
津
駅
前
通
り
商
店
街

に
子
ど
も
た
ち
が
屋
内
で
安
全
に
遊
べ

る
た
め
の
施
設
と
し
て「
タ
ー
ン
ト
ク
ル

こ
ど
も
館
」の
建
設
に
着
手
し
、令
和
３

年
度
に
は
供
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
焼
津
駅
前
に
は
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
再
開
発
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
令
和
３
年
度
に
、
市
役

所
新
庁
舎
が
開
庁
す
る
こ
と
で
、
焼
津

駅
前
〜
タ
ー
ン
ト
ク
ル
こ
ど
も
館
〜
市

役
所
を
結
ぶ
エ
リ
ア
が
、
官
民
の
力
に

よ
り
、
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を

迎
え
、
市
民
の
誰
も
が
心
身
共
に
健
康

で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
幸
せ
な
暮
ら
し
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
お
お
む
ね
50

歳
以
上
の
方
を「
新
元
気
世
代
」と
し
、

健
康
維
持
だ
け
で
な
く
、
趣
味
や
生
き

が
い
づ
く
り
を
総
合
的
に
支
援
す
る

「
新
元
気
世
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
歴
史
や
伝
統
文
化
、
産

業
な
ど
焼
津
の
豊
富
な
地
域
資
源
を

し
っ
か
り
と
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
と
と

も
に
、
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か
り
と
見

極
め
な
が
ら
、
誰
も
が
笑
顔
で
心
豊
か

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
に
な
る

よ
う
、
市
民
・
事
業
所
・
各
団
体
の
皆
さ

ま
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
未
来
を
切

り
開
い
て
ま
い
り
ま
す
。

クレーンを使った「ミナミマグロの水揚げ」

焼津市長

中野弘道

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

静岡市

焼津市

◆ 

面
積　
　

70
・
31
㎢

◆ 

人
口　
　

13
万
９
４
２
９
人

◆ 

世
帯
数　

５
万
７
７
７
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
や
さ
し
さ　

愛
し
さ　

い

い
も
の　

い
っ
ぱ
い　

世
界
へ
拡
げ
る　

水

産
文
化
都
市　

Ｙ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
冬
季
の
降
雪
も
ま
れ
な
温

暖
な
気
候
、
海
・
山
・
川
の
自
然
環
境
、
世

界
遺
産
富
士
山
を
望
む
美
し
い
景
観
、
交
通

の
利
便
性
な
ど
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
20
年
11
月
１
日
、
大

井
川
町
を
編
入
合
併

〔
特
産
品
〕
焼
津
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
、
カ
ツ
オ
、

サ
バ
、
シ
ラ
ス
、
桜
え
び
、
つ
く
だ
煮
、
か

つ
お
節
、
黒
は
ん
ぺ
ん
、
な
る
と

〔
観
光
〕
焼
津
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
、
や
い
づ

黒
潮
温
泉
、
花
沢
の
里
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

パ
ー
ク
焼
津

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
焼
津
み
な
と
ま
つ
り
、
踊
夏

祭
（
お
ど
ら
っ
か
さ
い
）、
焼
津
神
社
大
祭
、

焼
津
海
上
花
火
大
会
、
小
川
港
さ
ば
祭
り
、

虚こ

空く

蔵ぞ
う

尊そ
ん

春
季
大
祭
・
だ
る
ま
市
、
藤
守
の

田
遊
び




